
白川・緑川
水防災意識社会再構築協議会

広域避難について

資料－⑥

重点取り組み
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白川・緑川
水防災意識社会再構築協議会

取り組み目標

取り組み目標とこれまでの取り組み状況

想定し得る最大規模の降雨による浸水想定区域に対応したハザードマップの
作成
（広域避難を考慮した）水防避難マニュアル（仮）の検討・作成

これまでの
取り組み状況

○国管理区間のL2浸水想定区域図（白川、緑川）の公表 【国交省】
○国管理区間のL2浸水想定区域図を用いた各市町の浸水リスク情報の配付

【国交省】
○各市町の実務担当者で構成する広域避難作業部会の発足【全市町・国交省】
○国管理区間のL2浸水想定区域図を用いたハザードマップの作成

【宇土市、御船町、美里町】
○県管理（一級・二級河川）のL2浸水想定区域図の作成 【熊本県】

御船町総合防災
マップ
（H30.6）

宇土市総合
防災マップ
（H31.2）

熊本県HP

県管理(一級・二級河川)
のL2浸水想定区域図を
作成・公表（R1.5.31告示）

白川・緑川 第１回
広域避難作業部会
（H30.12.27）

国管理(一級河川)のL2浸水想定区
域図を作成・公表（H29.5.29告示）
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白川・緑川
水防災意識社会再構築協議会令和２年度の実施状況

令和２年度の
取り組み状況

○統合型ハザードマップの公開【熊本市、宇城市、嘉島町、甲佐町】
○L2浸水想定のハザードマップを作成【宇城市、嘉島町】
○県管理（二級河川（水位周知河川））のL2浸水想定区域図の作成【熊本県】

甲佐町総合防災マップ(R2.9)

宇城市ハザード
マップ
（R3.3）

熊本市統合型ハ
ザードマップを
公開（R2.4
～）

広域避難地図の作成

嘉島町ハザード
マップ
（R3.4公表）
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白川・緑川
水防災意識社会再構築協議会

防災教育について
重点取り組み
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白川・緑川
水防災意識社会再構築協議会

取り組み目標
教育委員会等と連携を図り、小中学校における白川や緑川についての学習・
水防災教育等の実施

これまでの
取り組み状況

取り組み目標とこれまでの取り組み状況

○防災学習支援教材を副教材として使用した授業の実施
【熊本市１校、宇土市1校、嘉島町1校、御船町2校、甲佐町3校、美里町1校】

○熊本市・熊本県教育委員会への教材データのアップロード機関
【国交省、熊本市、熊本県】

○各市町の小中学校の校長会等での説明 【全市町】

御船小学校（R1.11.7） 嘉島東小学校（R1.10.15）

防災教育教材のデータ取得環境の整備

「防災教育」をクリック

熊本市地域教育情報ネットワーク（e-net)
【熊本教育委員会】
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白川・緑川
水防災意識社会再構築協議会

令和2年度の
取り組み状況

※ 「白川緑川防災学習支援教材」を活用した授業

令和２年度の実施状況

令和2年度 白川緑川減災協議会市町における防災教育実施状況※

○防災学習支援教材を副教材として使用した授業の実施
【熊本市１校、宇土市1校、宇城市1校、嘉島町1校、御船町1校、

甲佐町1校、美里町1校】
○各市町の小中学校の校長会や教科主任会、学校関係者が集まる会での説明

【全市町】

熊本市 宇土市 宇城市 嘉島町 御船町 甲佐町 美里町

小学校 龍田小学校 緑川小学校 豊福小学校 嘉島西小学校 七滝中央小学校 甲佐小学校 励徳小学校

実施日 令和２年
１２月１１日（金）
１４時０５分～
１４時４５分
（５時限目）

令和３年
２月２日（火）
１１時２０分～
１２時 ５分
（４時限目）

令和３年
２月８日（月）

６時限目

令和３年
２月９日（火）
１４時０５分～
１４時５０分
（５時限目）

令和３年
２月１２日（金）
１４時０５分～
１４時５０分
（５時限目）

令和２年
１２月１７日（木）
９時２５分～
１０時１０分
（２時限目）

令和３年
２月１０日（水）
９時３５分～
１０時２０分
（２時限目）

授業
単元

理科の「流れる水
の働き」

理科「流れる水の
はたらき」

社会科「自然災害
を防ぐ」

社会「自然災害を
防ぐ」

社会「自然災害を
防ぐ」

社会の「自然災害
とわたしたちの国
土」

社会の「自然災害
とわたしたちの国
土」

学年 小学５年生
（３５名）

小学５年生
（８名）

小学５年生
（４０名）

小学５年生
（４０名）

小学５年生
（１３名）

小学５年生
（２６名）

小学５年生
（７名）

授業
風景

龍田小学校

緑川小学校

嘉島西小学校

七滝中央
小学校

甲佐小学校

励徳小学校

作成した防災・減災カード
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白川・緑川
水防災意識社会再構築協議会

情報共有について
重点取り組み
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白川・緑川
水防災意識社会再構築協議会取り組み目標とこれまでの取り組み状況

国土交通省

川の防災情報
http://www.river.go.jp/kawabou/

気象庁

https://www.jma.go.jp/jp/highresorad/
高解像度降水ナウキャスト

http://www.qsr.mlit.go.jp/kumamoto/
熊本河川国道事務所ホームページ

熊本県

http://www.bousai.pref.kumamoto.jp/

熊本県統合型防災情報システム https://www.anshin.pref.kumamoto.jp/now.html

熊本県防災情報メールサービス 市 町

http://www.city.kumamoto.jp/bousai/
熊本市防災サイト

熊本河川国道事務所

白川・緑川防災情報提供システム

防災情報の一元化リンク集の作成

取り組み目標

これまでの
取り組み状況

関係機関が共有する防災情報を一元的に集約した情報ツールの検討・整備

○各機関で提供されている防災情報の整理【国交省】
○一元化の方向性の確認【全機関】
○白川緑川防災情報提供システムの改良【国交省】
○防災情報の一元化リンク集の作成【国交省】
○県の情報共有システムの骨子紹介【熊本県】
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白川・緑川
水防災意識社会再構築協議会令和２年度の実施状況

令和２年度の
取り組み状況

○白川緑川防災情報提供システムの改良（共有データアップロード、
CCTV再生機能、水位データ一覧表カスタマイズ等） 【国交省】
○「熊本県防災情報共有システム」の運用開始 【熊本県】
○新防災情報システム、統合型ハザードマップの公開 【熊本市】

熊本県防災情報共有システムのトップページ

熊本市統合型ハザードマップ

熊本市防災情報ポータル
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白川・緑川の減災に関する重点取り組み方針の拡充

広域避難
⇒確実な避難

防災教育
⇒防災教育の拡充

情報共有
⇒情報共有の拡充

効果的な住民避難に
向けた取り組み

※）第３回協議会にて承
認された３本柱の重点
取り組み方針を次期
5ヶ年に向けて拡充

１.多様な避難方法による確実な避難の実施
【次期５ヶ年での対応方針】
・ハザードマップを活用した避難訓練
・ハザードマップ説明会による普及
・自主防災組織の強化
・防災に関する人材育成等も含んだ取り組み推進

２.白川・緑川の素材を活かした防災教育のさらなる拡充
【次期５ヶ年での対応方針】
・新指導要領に沿った小３・小４社会における防災教育の
取り扱い

・小５理科・社会における河川災害に対する防災教育の実施

３.防災情報の共有の拡充
【次期５ヶ年での対応方針】
・水害リスクラインなどの令和３年以降の新たな防災情報や
追加機関（ＪＲ九州や九州電力等）も含めた情報共有の実施
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